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〔要旨〕 児童の投能力をはじめとした操作系スキルは依然として低く，その改善が望まれる．本研究の目
的は小学 3年生の操作系スキルを男女で比較・検討し，小学 3年生の操作系スキルの現状を明らかにし，
児童の健康増進につなげることである．
対象は小学 3年生男子 92人，女子 84人とした．測定項目は身長，体重，ジグザグドリブル（zigzag
dribble：ZD），ボールつき（stationary dribble：SD），持ち運び走とした．さらに体育の授業を除いた 1
日の運動やスポーツを行う時間を調査した．結果は以下に示す通りである．
1．男子は ZD，SD，持ち運び走のすべての項目で女子よりも有意に優れた値を示した．
2．男女とも ZDと SDの相関係数（男子：r=－0.766，p＜0.05 女子：r=－0.637，p＜0.05）は，ZDと持

ち運び走の相関係数（男子：r=0.454，p＜0.05 女子：r=0.113，N.S.）よりも高かった．
3．男子では 1日あたり 1時間以上運動やスポーツを実施していた群（1時間以上群）は 1時間未満群よ
りもすべての項目で有意に優れていたが女子で有意差が認められた項目は持ち運び走のみであった．
以上より，特に女子のボール操作スキルは男子よりも極めて低いことが示され，ボールを使った運動を
学童期から積極的に導入し，操作系スキルを高めることが児童の健康づくりにとって重要であると思わ
れた．

1．はじめに

子どもの体力は 1985年頃にピークを示した後，
徐々に低下を続けてきたが，2000年頃から緩やか
な増加傾向を示しているものの，投能力は依然と
して低い水準が続いている１）．
幼児期から学童期は神経系が急激に発達する時
期であり，外遊びを通して，移動系（走る，跳ぶ
など），操作系（ボールを投げる，つく，捕るなど），
平衡系（歩き渡る，ぶら下がるなど）の基礎運動
技能を獲得することが重要である２）．誕生から就学
前までに，動きのレパートリーは急速に増大し，
ヒトの運動系の発達における基礎づくりはほぼ完
了すると考えられている２）．しかし児童の現状をみ

ると，「ボールを上手に投げることができない」，
「顔から転んでしまう」など，基礎運動技能が十分
に身についていない児童が多い３，４）．特に投能力の
男女差は幼児期から顕著であることが報告されて
おり，女子の投能力は男子よりも低いことが指摘
されている４）．加えて操作系スキルの 1つである
「ボールつき」をみると，1970～1980年頃には「ま
りつき」が幼児期から女子の遊びの中で積極的に
行われていたため，女子のボールつき回数は男子
よりも優れていた５，６）．しかし現在の子ども達を取
り巻く環境は 40～50年前と比べると大きく変化
しており，ボール操作能力にも変化が生じている
可能性があるため，男女差を始めとしたボール操
作能力の調査が必要である．
さらに操作系スキルと身体活動や運動有能感

（運動に対する自信）との間には関連があることが＊ 日本体育大学
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図 1　ジグザグドリブルの測定
測定は縦 20m，横 7mの範囲に，図 1-1 のように 6対の竿を立て実施した．スタート線から最初
の竿までの距離は 5mとし，それ以外の各対の竿の距離は 3mとした．なお，図 1-1 の丸印は竿
を表しており，竿の高さは 150cmとした．図 1-2 はジグザグドリブルにおける測定の様子を示
したものである．
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表 1　被験者の身体的特徴

年齢
（歳）

身長
（cm）

体重
（kg）

男子（n＝92） 8.5±0.5 N.S. 131.1±5.8 ＊ 29.5±5.5 N.S.女子（n＝84） 8.5±0.5 129.4±5.7 27.9±5.7

＊：p＜0.05，N.S.：not significant

報告されており７，８），操作系スキルの獲得は児童の
体力や運動有能感の向上にとって重要である．し
かし，幼児や児童の投動作の研究４，９）は数多く行わ
れてきたものの，投動作以外の操作系スキルに関
する研究は十分になされていない．
そこで本研究の目的は前思春期段階１０）にあり身
体発育の男女差が顕著でない小学 3年生の操作系
スキル（ジグザグドリブル，ボールつき，持ち運
び走）を男女で比較・検討し，小学 3年生の操作
系スキルの現状を明らかにし，児童の運動有能感
の向上や健康増進の一助とすることである．

2．対象および方法

A．対象
対象は Y市公立小学校に在籍する 3年生の児

童 176人とした（男子 92人，女子 84人）．対象者
の年齢，身長，体重はそれぞれ表 1に示した．な
お本研究は日本体育大学倫理委員会の規定に従
い，対象者および保護者に測定内容を十分に説明
し承諾を得た．
B．測定項目および測定方法
測定項目は身長，体重，ジグザグドリブル，持

ち運び走，ボールつきである．ジグザグドリブル
および持ち運び走の測定は平成 9年度体力・運動
能力調査報告書の測定方法１１）に準じて実施した
（図 1，図 2）．ジグザグドリブルの測定は教育用
ボール 2号球（円周：約 61～63cm，重量：300～
320g，molten）を使用し，片手でドリブルしなが
らスタートからゴールするまでの時間をストップ
ウォッチで計測した（図 1）．加えて持ち運び走で



原 著

日本臨床スポーツ医学会誌：Vol. 29 No. 3, 2021.424

図 2　持ち運び走の測定
測定は図2のように縦20m，横 7mの範囲に，6対
の竿を立て実施した（スタート線から最初の竿まで
の距離：5m，各対の竿の距離：3m，竿の高さ：
150cm）．なお，図中の丸印は竿を表している．
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図 3　ボールつきの測定
測定は教育用ボール（直径：
21cm， 重 量：370-390g，MI-
KASA）を使用し，90cm四方
の制限範囲の中で行った（図中
の黒色のテープで囲まれた範
囲）．ボールや身体が制限範囲
内から外れた場合には，測定を
中止した．測定回数は2回とし，
分析には良い方の記録を用い
た．なお，ボールつきの上限は
200 回とした．測定は宮丸ら 5）

の方法に準じて行った．

は，ジグザグドリブルと同じボールを使用し，両
手でボールを持ちながら走り，スタートからゴー
ルするまでの時間を測定した（図 2）．ボールつき
の測定は宮丸ら５）の方法に準じて行い，ポートボー
ル（直径：21cm，重量：370-390g，MIKASA）を
使用し，90cm四方の制限範囲の中で行った（図
3）．なお，ボールつきの上限は 200回とした．ジ
グザグドリブル，持ち運び走，ボールつきの測定
はそれぞれ 2回ずつ行い，良い方の記録を分析に
用いた．さらに「学校以外での運動の実施状況」に
関してアンケート調査を実施した（質問：体育の
授業を除いて 1日の運動やスポーツをする時間は
どのくらいですか）．なお，本研究では，水泳，サッ
カー，体操，野球などの他に，活発な身体の動き
を伴う外遊び（鬼ごっこや公園の遊具を使った遊
びなど）も「運動やスポーツ」の中に含めた．
C．分析方法
1）ジグザグドリブル，ボールつき，持ち運び走
の平均値をそれぞれ男女で比較した（表 2）．
2）ジグザグドリブルとボールつきとの関係（図

4），ジグザグドリブルと持ち運び走との関係（図
5）を男子および女子で分析した．
3）「学校以外での運動の実施状況」に関するアン

ケート調査の結果より，体育の授業を除いた学校
以外での運動時間について調査した．本研究では，
日本体育協会が「子どもの身体活動ガイドライン」
で毎日合計 60分以上，からだを動かすことを推奨
している１２）ことから，1時間（運動時間）を閾値と
して，体育の授業を除いて学校以外で 1日あたり
1時間以上運動やスポーツを実施していた群（1
時間以上群）と 1時間未満であった群（1時間未満
群）の 2群に分け，ジグザグドリブル，ボールつ
き，持ち運び走を男子および女子で比較した（表
3）．
D．統計処理
すべての測定データは平均値±標準偏差で示し

た．表 1～表 3における平均値間の統計的有意差
検定には対応のない t検定を使用した．図 4およ
び図 5は単相関を行い，ピアソンの相関係数で表
した．なお，有意性はいずれも 5％水準以下で判
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図 4　ジグザグドリブルとボールつきとの関係
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表 2　ジグザグドリブル，ボールつき，持ち運び走の男女比較

ジグザグドリブル
（秒）

ボールつき
（回）

持ち運び走
（秒）

男子（n＝92） 26.1±7.9 ＊ 166.8±65.5 ＊ 16.3±1.5 ＊女子（n＝84） 31.9±8.0 140.5±79.2 16.9±1.3

＊：p＜0.05

定した．

3．結果

表 2はジグザグドリブル，ボールつき，持ち運
び走を男女で比較したものである．結果をみると，
すべての項目で男子は女子よりも有意に優れた値
を示した．図 4はジグザグドリブルとボールつき
との関係を男子および女子でそれぞれ示したもの
である．男女ともジグザグドリブルとボールつき
との間に有意な負の相関関係が認められた．図 5
は男子および女子において，ジグザグドリブルと
持ち運び走との関係を示したものである．結果を
みると，男子では両者の間に有意な正の相関関係
が認められたが，女子では両者の間に有意な相関
関係はみられなかった．表 3は学校以外での運動
時間の違いにより操作系スキルを比較したもので
ある．男子をみると，1時間以上群は 1時間未満群
に比べて，すべての項目（ジグザグドリブル，ボー
ルつき，持ち運び走）で有意に優れた値を示した．
一方，女子では，1時間以上群と 1時間未満群との

間に有意差がみられたのは，持ち運び走のみであ
り，ボール操作を伴うジグザグドリブルとボール
つきでは両者の間に有意差は認められなかった．

4．考察

基礎運動技能は移動系（走る，跳ぶなど），操作
系（ボールを投げる，つく，捕るなど），平衡系
（歩き渡る，ぶら下がるなど）の 3つに分類するこ
とができ，幼児期から学童期に顕著に発達し，神
経系機能の向上を背景とする調整力の発達に依存
すると考えられている５）．基礎運動技能は生涯にわ
たる健康の土台となるものであり１３），幼児期から
学童期に基礎運動技能を十分に獲得することは幼
児や児童の健康増進を考える上で極めて重要であ
る．特に操作系は系統発生的な動作（進化の過程
で獲得されてきた運動形態）とは異なり，練習を
繰り返すことによって習得される個体発生的な動
作であるため，生得的には獲得し難く，適切な指
導や練習が必要である１４）．しかし，児童の操作系ス
キルに関する研究（投能力４，９）を除く）は十分にな
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図 5　ジグザグドリブルと持ち運び走との関係
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表 3　操作系スキルにおける 1時間以上群と 1時間未満群の比較
「1時間以上群」は体育の授業を除いて学校以外で1日あたり1時間以上の運動やスポーツ
を実施していた群であり，「1時間未満群」は体育の授業を除いて学校以外で1日あたりの
運動やスポーツの時間が 1時間未満であった群である．

男子（n＝92） ジグザグドリブル
（秒）

ボールつき
（回）

持ち運び走
（秒）

1時間以上群（n＝50） 23.3±5.6 ＊ 186.2±44.2 ＊ 15.8±1.0 ＊1 時間未満群（n＝42） 29.5±9.0 143.8±78.7 16.9±1.8

女子（n＝84） ジグザグドリブル
（秒）

ボールつき
（回）

持ち運び走
（秒）

1時間以上群（n＝25） 29.9±8.2 N.S. 148.5±77.9 N.S. 16.3±1.3 ＊1 時間未満群（n＝59） 32.7±7.9 137.1±80.2 17.2±1.2

＊：p＜0.05，N.S.：not significant

されていない５，６，１５）．
そこで本研究では，小学校で安全かつ簡便に測
定が可能で過去のデータ５，６，１１，１５，１６）とも比較可能な
ジグザグドリブル，ボールつき，持ち運び走を操
作系スキルの指標と位置づけ男女で比較・検討し
た．その結果，いずれの項目でも男子は女子より
も優れた値を示した．
宮丸ら５）は 1979年に 3～6歳のボールつき回数

を調べたが，いずれの年齢でも女子は男子よりも
優れており，とりわけ 6歳で性差が顕著であった
ことを報告している（6歳男子：32±32.6回，6
歳女子：77.2±34.7回）．しかし本研究では，女子

のボールつき回数は男子よりも有意に少なく，先
行研究５，１５）と異なる結果を示した．1970～1980年頃
は，幼児期から女子の遊びの中で「まりつき」が
積極的に行われていた５，６）が，2010年ではボール遊
びを実施していた幼稚園はわずか 14％であっ
た１７）．加えて幼児が保育園や幼稚園で経験した運
動パターンの中で，最も多かった動作は「走る，
追いかける，逃げる」であり，「はう，つく」など
の動作は非常に少なかったことが報告されている
（2011年）１８）．これらより現在の女子児童は「まり
つき」を幼児期から学童期に行うことが少なく小
学 3年生までにボール操作スキルを十分に獲得で
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きていない児童が多かったために女子は男子より
もボールつき回数が少なかったものと考えられ
た．
さらに本研究では，女子は男子よりもジグザグ
ドリブルの記録が有意に遅く，男女差は 5.8秒で
あった．1983年における小学 1～6年生のジグザ
グドリブルの記録をみると，いずれの学年でも男
女差は小さく，6年生ではジグザグドリブルに男
女差はほとんどみられなかった１５）．ジグザグドリ
ブルは旧スポーツテストに含まれていた体力測定
の項目（1964～1998年）であり，対象年齢が 10，
11歳のみであったため，本研究で対象とした小学
3年生の測定は旧スポーツテストで実施されてい
ない．したがって，本研究の記録と過去のスポー
ツテストの記録を直接比較することはできない
が，子どもの体力がピークを示した 1985年では小
学 5年生のジグザグドリブルの男女差は 1.8秒で
あった１６）．本研究の対象者は小学 3年生であった
が，ジグザグドリブルの男女差は 5.8秒であり，小
学 5年生の男女差（1.8秒，1985年）１６）よりも大き
かった．「平成 30年度体力・運動能力調査」では，
女子で「運動やスポーツを週に 1日も実施しない」
と回答した割合は，9歳で約 7％，11歳で約 10％，
16歳で約 25％であり，学年が進むにつれて運動
をまったくしない女子の割合が増加する傾向を示
した１９）．これらを考慮すると，本研究の女子児童が
高学年になると，運動習慣者の割合は減少するこ
とが推測され，ジグザグドリブルをはじめとした
操作系スキルの男女差はさらに広がることが懸念
される．加えて本研究の「ジグザグドリブルとボー
ルつき」の相関係数は「ジグザグドリブルと持ち
運び走」の相関係数よりも高かった．したがって，
ジグザグドリブルには「持ち運び走」よりもボー
ル操作スキルを伴う「ボールつき」の方が大きな
影響を及ぼすことが分かった．これらより，本研
究の女子は男子よりもボール操作スキルが低く，
ボールを巧みに操作しながら素早く移動すること
ができなかったために，女子のジグザグドリブル
の記録は男子に比べて遅かったものと考えられ
た．さらに本研究の男子では，いずれの項目でも
1時間以上群は 1時間未満群よりも有意に優れて
いた．しかし女子では，1時間以上群と 1時間未満
群の間に有意差が認められたのは持ち運び走のみ
であり，ボール操作スキルを必要とするジグザグ
ドリブルとボールつきでは両者の間に有意差はみ

られなかった．これらより，女子は男子よりも学
校以外でボールを使った運動や遊びを十分に行っ
ていないことが示唆された．
岡澤は運動嫌いの要因として，「低い運動技能に

よる不快感」や「運動に対するマイナスイメージ」
があることを指摘し，低い運動有能感が運動嫌い
に結びついていることを明らかにしている２０）．本
研究では男子よりも女子で操作系スキルの未熟な
児童が多かったことから，学年の進行により運動
離れが懸念されるため，小学校の休み時間等を利
用してボール遊びを行い，ボール遊びに対するマ
イナスイメージを可能な限り減らす工夫が必要に
なると考えられた．
1980年に幼児のボールつきの動作様式（5段階）
を調査した研究結果をみると，最も優れた段階で
あった幼児は 6歳男子の 1例のみであった５）．この
ことより，6歳前後の児童ではボールつき能力は
未熟であることが推測されるため，本研究の操作
系スキルの指標を考慮すると，低学年の児童より
もボール操作能力がより発達した段階にある中学
年（小 3・4年）以上の児童の方が適切であると考
えられる．さらに操作系スキルの男女差を検討す
る上で中学年の中でも特に小学 3年生は前思春期
段階１０）にあり，高学年の児童よりも身体発育の男
女差が顕著でないため研究対象として適当であ
る．これらの理由より，本研究では小学 3年生を
研究対象に選択したが，今後はさらに対象者の学
年を拡大し，小学生の操作系スキルの実態をより
明らかにする必要があると思われた．加えて本研
究で用いたジグザグドリブル，ボールつき，持ち
運び走は小学校で安全かつ簡便に実施することが
可能であり小学 3年生における操作系スキルの指
標の 1つとして有用であると考えられた．しかし
操作系スキルには，さらに多くの指標があるため，
さらなる研究が必要になると思われた．
本研究の限界として，1）小学校での限定された

時間内の測定であったため，ボールつき回数の上
限を 200回に設定したが，一部の児童では上限回
数に達しており，ボールつき能力を完全に把握で
きなかったこと，2）小学 3年生の男女約 100人ず
つを対象とした横断調査であり，限定された地域
での研究であったこと，が挙げられる．したがっ
て，今後は 1）ボールつき回数の上限を引き上げ，
小学生の「ボールつき」能力をより正確に把握す
ること，2）大規模かつ広範囲の年代での縦断調査
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を実施し，我が国における児童の操作系スキルの
実態を把握すること，が必要であると考えられた．

5．まとめ

本研究では小学 3年生 176人（男子：92人，女
子：84人）の身長，体重，ジグザグドリブル，ボー
ルつき，持ち運び走を測定・比較した．さらに「学
校以外での運動の実施状況」に関するアンケート
調査を実施した．その結果，女子の操作系スキル
は男子よりも低いことが示され，幼児期や学童期
からボール遊びを積極的に導入し，操作系スキル
をはじめとした基礎運動技能を高めることが，児
童の健康づくりにとって重要であると考えられ
た．
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Sex differences in object control skills (OCS) of third-grade
elementary school children

Tsuyama, K.＊, Nakajima, H.＊

＊ Nippon Sport Science University

Key words: elementary school children, fundamental motor skills, sex difference

〔Abstract〕 The purpose of this study was to compare the OCS between boys and girls, and clarify the status of
their OCS to improve their health condition.
The subjects were 92 boys and 84 girls in the third grade of Japanese elementary school. Body height, body

weight, zigzag dribble time (ZDt), number of stationary dribbles (nSD), and zigzag running time (ZRt) were meas-
ured. We also examined how long they exercised and played sports per day, excluding PE classes. All measure-
ment items were significantly higher for boys than girls (p<0.05). The correlation coefficients between ZDt and
nSD for boys and girls (r=－0.766, p<0.05, r=－0.637, p<0.05) were higher than those between ZDt and ZRt (r=
0.454, p< 0.05, r=0.113, N.S.). For boys, all measurement items in the over 1-hour exercise (over 1 h) group were sig-
nificantly higher than those in the under 1 h group (p<0.05). For girls, only the ZRt in the over 1 h group was sig-
nificantly higher (p<0.05). The OCS of current Japanese elementary school girls was markedly lower than that of
boys. Therefore, Japanese girls should play more with balls from elementary school age to develop their OCS and
improve their health condition.


